
横
井
時
雄
に
は
伝
記
は
も
ち
ろ
ん
、
略
伝
す
ら

正
確
な
も
の
は
な
い
。
創
業
時
代
の
同
志
社
に
貢

献
を
し
、
き
ら
に
、
第
三
代
社
長
と
し
て
同
志
社

教
育
に
潭
身
の
恕
力
を
払
っ
九
横
井
に
対
す
ろ
、

こ
れ
程
の
非
礼
は
な
い
。
筆
者
は
、
こ
の
一
交
で

は
、
そ
の
伝
記
へ
の
手
が
か
り
の
え
め
の
、
正
確

な
略
歴
を
作
ろ
こ
と
を
、
第
一
の
目
的
と
し
え
。

彼
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
貌
を
明
ら
か
に

荏玄

は
敬
二
が
母
の
妹
で
あ
つ
た
が
、
(
巾
略
)
敬
二
の

土
力
"

眼
か
ら
見
る
又
雄
さ
ん
の
頭
上
に
は
「
過
去
」
の
輝

き
が
あ
つ
た
。
郷
里
の
洋
学
校
で
逸
早
く
耶
蘇
教
を

信
じ
、
劇
し
い
郷
党
の
迫
害
の
中
に
火
の
様
な
信
仰

を
輝
か
し
た
青
年
殉
道
者
の
一
人
と
し
て
、
ロ
オ
マ

ン
チ
ツ
ク
な
色
彩
に
彩
ら
れ
た
又
雄
さ
ん
の
名
が
敬

二
の
耳
に
籾
め
て
響
い
た
の
は
、
敬
二
が
ま
だ
八
九

歳
の
頃
で
あ
つ
た
。
十
三
歳
の
敬
二
は
、
帝
国
大

学
の
前
身
開
成
学
校
か
ら
京
都
協
志
社
英
学
校
に
転

パ
イ
,
ル
ク
ラ
ス

じ
別
格
聖
書
級
の
二
三
を
下
ら
ぬ
秀
才
と
し
て
校
長

飯
島
先
生
か
ら
殆
ん
ど
下
へ
は
置
か
ぬ
待
遇
を
受
け

仁
つ
仁

て
居
た
又
雄
さ
ん
を
見
た
そ
れ
か
ら
唯
七
年
、
敬

0
う
"
0

二
の
身
長
が
一
尺
余
伸
び
る
問
に
、
又
雄
さ
ん
は
燧

む
だ灘

の
波
ひ
た
く
と
寄
す
る
予
州
の
浜
辺
に
、
数
百

の
信
者
を
作
り
大
き
な
会
堂
を
建
て
、
其
教
会
の
評

判
は
遠
く
海
外
に
馳
せ
、
亜
米
利
加
か
ら
祝
意
を
表

し
わ
ざ
く
音
の
好
い
大
き
な
鐘
を
贈
う
て
来
た
程

の
成
績
を
挙
げ
た
の
で
あ
る
。
」

こ
の
一
節
は
、
新
島
襄
(
黒
い
眼
)
と
山
本
久
栄

(
茶
色
の
目
)
を
中
心
と
し
た
、
徳
富
蘆
花
の
小
説

(
大
正
3
)
の
一
節
で
あ
る
。
文
中
に
見
え
る
恊
志

社
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
同
志
社
で
あ
り
、
飯
島
先

生
が
新
島
先
生
、
敬
二
が
蘆
花
、
そ
し
て
、
又
雄
さ

ん
は
横
井
時
雄
そ
の
人
で
あ
る
。

三

し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
同
志
社
大
学
人
交
科
学

研
究
所
編
『
熊
本
バ
ン
ド
研
究
」
所
収
の
、
拙
稿

「
奉
教
趣
意
き
の
成
立
と
そ
の
後
」
「
横
井

時
雄
と
 
0
時
代
思
潮
』
」
を
参
照
き
れ
た
い

黒
い
眼
と
茶
色
の
目
』
か
ら

従
兄
の
叉
雄
さ
ん
は
三
十
下
で
最
早
牧
師
と
し
て

お
か
あ
き
ん

ざ
ま
し
い
成
功
を
し
て
居
た
。
又
雄
さ
ん
の
呼
砂

古
う

同志社人物誌(17)

横井時

辻橋 郎
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こ
れ
ら
の
人
び
と
は
、
姻
籍
関
係
に
あ
っ
た
。
そ

の
閻
柄
を
示
す
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
系
図
を
示
し
て

お
こ
う
。
(
六
十
八
ヘ
ー
ジ
参
照
)

族

略
伝

横
井
時
雄
は
、
先
妻
を
喪
っ
た
父
小
楠
と
、
後
妻

と
し
て
迎
え
た
蘇
峯
・
蘆
花
兄
弟
の
母
の
妹
つ
せ
子

と
の
問
に
、
安
政
四
年
十
月
十
七
日
、
肥
後
国
下
益

城
郡
沼
山
津
村
公
「
の
熊
本
市
神
津
町
)
に
生
ま
れ

九
。
父
小
楠
四
十
九
歳
の
時
の
子
で
あ
っ
た
た
め
に
、

そ
の
愛
情
は
ひ
と
し
お
の
も
の
が
あ
っ
九
。
明
治
二

年
一
月
五
日
、
十
三
歳
の
時
、
父
小
楠
は
、
京
都
で

刺
客
に
襲
わ
れ
て
落
命
し
た
。
四
年
九
月
、
同
年
に

創
立
さ
れ
九
藩
立
熊
本
洋
学
校
に
入
学
、
米
人
教
師
、

L
 
・
 
L
 
・
ゼ
ー
ン
ス
の
燕
陶
を
受
け
た
。
八
年
七
月

二
十
九
日
、
幾
度
も
ふ
る
い
に
か
け
ら
れ
て
残
っ
た

十
一
名
の
第
一
期
卒
業
生
の
う
ち
、
ト
ッ
。
ワ
ク
ラ
ス

の
一
人
と
し
て
、
同
校
を
卒
え
て
い
る
。
在
学
中
ゼ

ー
ン
ス
に
ょ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
に
導
か
れ
、
九
年
一

月
二
十
九
日
の
花
岡
山
盟
約
(
署
名
は
三
十
日
)
に

参
加
し
た
。
母
は
、
亡
夫
小
楠
に
印
訳
な
い
こ
と
と

し
て
、
雜
脱
を
迫
り
、
肯
じ
な
け
れ
ぱ
自
害
す
る
と

つ
め
よ
っ
九
が
、
時
雄
は
頑
と
し
て
応
じ
な
か
っ
た
。

や
が
て
、
同
年
四
月
上
京
し
て
開
成
学
校
に
入
学
、

翌
十
年
九
月
同
志
社
に
転
じ
て
、
新
島
嬰
の
教
え
を

請
、
つ
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
八
年
十
月
、
彼
は
、

亡
父
小
楠
の
嗣
子
と
な
っ
て
い
た
伊
勢
佐
太
郎
(
従

兄
左
平
太
の
こ
と
、
父
小
楠
の
兄
時
明
の
長
男
、
渡

米
の
際
変
名
し
、
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
え
)
が
病

死
し
た
の
で
、
そ
の
養
嗣
と
な
っ
て
跡
を
つ
ぎ
、
伊

勢
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
。

明
治
十
二
年
六
貝
同
志
社
英
学
校
本
科
を
第
一

期
生
と
し
て
卒
業
、
今
治
教
会
に
赴
任
、
教
勢
の
拡

張
に
め
ぎ
ま
し
い
働
き
を
示
し
た
こ
と
は
、
前
記
蘆

花
文
の
通
り
で
あ
っ
九
。
こ
の
間
、
同
志
社
副
社
長

山
本
覚
馬
の
長
女
峯
(
新
島
襄
夫
人
八
重
子
の
蛭

と
結
婚
し
た
。
十
九
年
一
月
、
伝
道
会
社
専
任
委
員

と
な
り
、
同
志
社
教
授
を
兼
ね
る
こ
と
と
な
り
、
今

治
を
去
っ
九
。
京
都
在
住
屯
妻
を
喪
い
、
母
つ
せ

子
の
健
康
も
す
ぐ
れ
な
か
っ
九
。
二
十
年
八
月
、
そ

の
治
療
に
も
便
宜
が
あ
る
と
し
て
、
海
老
名
弾
正
の

す
す
め
に
ょ
っ
て
上
京
、
海
老
名
に
代
っ
て
本
郷
金

助
町
の
講
義
所
を
牧
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
十

一
旦
今
治
教
会
で
洗
礼
を
授
け
九
(
当
時
十
四
巡

柳
瀬
義
富
の
五
文
神
戸
女
学
院
出
身
の
豊
と
結
婚

し
た
。
二
十
二
年
四
月
、
横
井
姓
に
復
姓
し
九
。
横

井
は
、
講
義
所
の
現
状
に
不
満
を
も
ち
、
会
堂
建
設

の
た
め
に
、
米
国
に
お
け
る
募
金
を
思
い
た
ち
、
組

合
教
会
の
伝
道
会
社
に
申
し
出
九
が
、
反
対
さ
れ
た
。

や
む
を
得
ず
、
二
十
二
年
三
月
、
押
川
方
義
と
と
も

に
私
費
を
な
げ
う
っ
て
渡
米
し
た
。
彼
の
米
国
に
在

る
問
、
伝
道
会
社
は
横
井
の
留
守
家
族
に
手
当
を
支

給
し
な
か
っ
突
め
に
、
妻
豊
は
家
庭
教
師
を
し
て

家
計
を
維
持
し
九
。
横
井
の
募
金
は
、
当
初
、
困
難

を
極
め
九
が
、
熱
誠
こ
め
た
懇
請
と
、
誠
実
な
人
柄

は
、
堪
能
な
英
語
に
た
す
け
ら
れ
て
、
米
人
の
心
を

打
ち
、
二
十
三
年
二
月
、
一
万
余
ド
ル
の
成
果
を
得

て
帰
国
し
た
。
か
く
て
、
伺
年
四
月
、
本
郷
東
竹
町

に
教
会
用
地
を
購
入
十
一
月
建
築
に
着
手
、
二
十

四
年
四
月
二
十
五
日
、
献
堂
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
当

時
、
本
郷
教
会
は
、
経
済
力
の
乏
し
い
学
生
会
員
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
横
井
は
、
半
ぱ
自
給
伝
道
の

か
九
ち
で
尽
郵
し
た
。
こ
の
こ
ろ
の
彼
の
説
教
の
な

か
に
は
、
い
つ
も
、
「
馬
鹿
に
な
れ
」
と
い
う
意
味
の

言
葉
が
挿
入
さ
れ
て
い
九
と
の
こ
と
で
あ
る
。
本
郷

教
会
在
任
屯
小
崎
弘
道
が
同
志
社
社
長
と
し
て
赴

任
し
九
あ
と
、
『
六
合
誰
』
三
三
号
(
訟
・
5
・

Π
)
、
『
基
督
教
新
聞
』
三
五
五
号
(
鈴
・
5
・
巧
)
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
の
編
集
、
あ
る
い
は
、
発
行
を

担
当
し
た
。
ま
た
、
同
教
会
在
任
中
、
内
村
鑑
三
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の
、
例
の
い
わ
ゆ
る
不
敬
事
件
に
ょ
っ
て
拡
大
さ
れ

た
、
「
教
育
勅
語
」
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
問
題
、
そ

れ
に
基
く
井
上
哲
次
郎
の
提
起
し
た
『
教
育
と
宗
教

の
衝
突
』
(
明
治
部
)
論
争
に
、
キ
リ
ス
ト
教
擁
護

の
論
陣
を
張
り
、
井
上
を
し
て
、
事
実
の
隆
を
認

め
さ
せ
た
程
、
ね
ば
り
強
く
闘
っ
た
。
内
村
に
対
し

て
は
、
私
的
に
も
、
終
始
、
厚
い
友
情
を
木
し
た
。

二
十
七
年
五
貝
渡
米
前
、
副
牧
師
の
か
九
ち
で
横

井
を
九
す
け
て
い
九
村
井
知
至
が
、
ア
ン
ド
ヴ
ァ
ー

神
学
校
を
卒
業
し
て
帰
国
し
た
の
と
交
代
に
、
同
五

月
、
横
井
が
渡
米
、
エ
ー
ル
大
学
で
哲
学
、
史
学
を

専
攻
し
て
、
二
十
九
年
六
月
怜
朝
し
た
。
横
井
の
神

学
は
、
す
で
に
、
『
基
督
教
新
論
(
明
治
鍵
)
の

頃
か
ら
、
自
由
神
学
へ
の
傾
斜
の
き
ざ
し
が
見
え
て

い
た
が
、
『
我
国
の
基
督
教
諸
問
題
(
明
治
部
)

に
至
る
と
、
そ
の
傾
向
は
、
一
層
、
深
ま
っ
て
き
て

い
九
。
さ
て
、
三
十
年
六
月
二
十
五
日
、
小
崎
弘
道

に
代
っ
て
、
同
志
社
社
長
兼
校
長
に
就
任
し
た
。
ニ

十
九
年
八
月
二
十
一
日
以
来
、
ア
メ
リ
カ
ン
.
ボ
ー

ド
と
絶
縁
し
て
い
た
当
時
の
同
志
社
は
、
ま
さ
に
、

大
い
な
る
危
機
の
な
か
に
あ
っ
九
の
で
あ
る
。
横
井

は
、
ス
タ
ッ
フ
を
一
新
し
て
、
三
十
一
年
一
月
、
文

部
省
に
、
同
志
社
諸
学
校
へ
の
徴
兵
猶
予
、
及
び
、

そ
の
他
の
諸
特
権
賦
与
を
願
い
出
た
が
、
に
べ
も
な

く
拒
絶
さ
れ
た
。
彼
は
同
年
二
月
二
十
三
日
、
東
京

に
お
け
る
社
員
会
に
お
い
て
、
社
則
を
変
夷
し
、
キ

リ
ス
ト
教
主
義
教
育
と
い
う
不
動
の
原
則
を
、
可
動

的
な
も
の
と
し
ょ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト

教
界
、
校
友
会
同
窓
会
の
、
一
致
し
た
反
撃
に
あ
っ

た
。
遂
に
、
三
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
、
全
社
員

と
と
も
に
辞
表
を
提
出
し
、
同
志
社
を
去
っ
九
。
彼

は
、
同
志
社
在
任
中
、
常
に
口
に
し
九
言
葉
は
、
「
理

相
ど
の
二
字
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
暫
く
、

野
に
在
っ
た
彼
は
、
三
十
四
年
四
月
八
日
、
逓
信
省

官
房
長
に
就
任
、
同
六
月
六
日
、
辞
職
し
た
。
そ
の

時
、
正
五
位
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
大
阪

新
報
主
筆
と
な
り
、
橡
大
の
筆
ふ
る
い
。
翌
三
十

五
年
に
及
ん
だ
。
同
年
、
外
務
大
臣
嘱
託
と
な
り
、

イ
ン
ド
視
察
に
赴
き
、
翌
三
十
六
年
帰
朝
、
同
年
三

貝
岡
山
県
か
ら
立
憲
政
友
会
員
と
し
て
、
衆
議
院

贇
選
挙
に
立
候
補
、
当
選
し
九
。
三
十
七
年
秋
に

は
、
政
友
会
総
裁
西
園
寺
公
望
に
随
行
し
て
南
清
に

漫
遊
同
年
十
二
月
か
ら
、
東
京
日
日
新
聞
主
幹
と

な
り
、
翌
三
十
九
年
八
月
ま
で
、
そ
の
席
に
あ
っ

た
。
そ
の
間
、
三
十
七
年
二
月
、
姉
崎
正
治
(
噛
風
)

と
と
も
に
、
繋
『
時
代
思
潮
』
を
創
刊
、
三
十
九

年
四
月
、
二
十
七
号
を
も
ウ
て
廃
刊
し
た
。
四
十
年

五
貝
全
国
教
育
大
集
会
で
、
新
島
襄
追
頌
演
説
を

行
っ
て
い
る
。
四
十
一
年
五
月
、
岡
山
県
か
ら
、
再

度
、
衆
議
院
議
員
に
当
選
し
た
。
西
園
寺
の
信
頼
の

い
か
に
厚
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
四
十
年
六
月

十
六
日
の
、
西
園
寺
の
文
士
招
待
の
席
上
、
彼
が
、

そ
の
す
べ
て
を
斡
旋
し
た
と
い
う
こ
と
で
も
、
推
測

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
四
十
一
年
五
月
、
蘇
峯
徳
富

猪
一
郎
と
と
も
に
、
臨
時
国
語
仮
名
遣
調
査
委
員
と

も
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
四
十
二
年
第
二
次
桂
内
閣

の
手
で
日
糖
事
件
が
追
求
さ
れ
、
四
月
、
横
井
も
召

喚
さ
れ
、
同
七
月
、
重
禁
鈿
五
力
月
、
追
徴
金
を
課

す
と
の
一
審
判
決
に
、
直
ち
に
服
罪
し
九
。
そ
の
後
、

暫
く
は
、
翻
訳
、
著
述
に
し
た
が
っ
て
い
た
。

大
正
五
年
十
二
月
、
戦
雲
漂
う
欧
州
視
察
に
赴
き
、

主
と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
し
た
。
大
正
八
年
、

第
一
次
地
界
大
戦
の
終
結
の
平
和
谿
会
議
に
、
西

園
寺
公
望
ら
の
全
権
大
使
に
同
行
、
そ
の
語
学
力
と
、

友
人
関
係
と
を
も
っ
て
尽
力
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ

つ
た
。
同
八
月
帰
国
、
平
和
会
議
に
お
け
る
功
績
に

よ
っ
て
、
勲
三
等
旭
日
中
綬
賞
を
授
与
さ
れ
た
。
同

月
、
外
務
大
臣
の
委
嘱
に
ょ
っ
て
、
さ
ら
に
、
渡
米

す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
熊
本
に
帰
省
中
、
脳
溢
血
の

た
め
倒
れ
、
半
身
不
随
と
な
り
、
長
男
直
興
の
家
に

同
居
す
る
こ
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
長
男
の
任
地
に

し
九
が
っ
て
転
々
と
し
九
が
、
冊
和
二
年
九
月
十
三



日
、
療
養
に
赴
い
て
い
六
大
分
県
別
府
に
お
い
て
永

眠
し
た
。
時
に
七
十
一
歳
で
あ
っ
九
。

信
仰
と
思
想

横
井
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
、
神
と
人
閻
と
の
関

係
も
無
視
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
宗
教
の
実
学
」
と

い
う
、
い
わ
ば
、
人
問
と
人
闇
と
の
関
係
1
倫
理

に
重
点
が
お
か
れ
、
歴
史
の
な
か
に
展
開
す
る
面
が

重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
(
「
宗
教
の
実
学
」

『
六
合
雑
誌
』
一
五
一
号
、
那
・
フ
・
Ⅱ
)
。
そ
れ

が
、
一
見
、
キ
リ
ス
ト
教
と
儒
教
倫
理
と
の
妥
協
と

思
わ
れ
る
見
解
を
結
果
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
例
え
ば
、
忠
孝
を
説
い
て
、
儒
教
は
、
忠
孝
を

倫
理
の
根
本
と
す
る
忠
孝
起
原
説
だ
が
、
キ
リ
ス
ト

教
で
は
、
「
神
人
和
△
口
」
の
信
仰
を
も
っ
て
す
る
人

間
革
命
の
結
果
、
必
然
的
に
忠
孝
と
い
う
道
徳
も
守

ら
れ
る
と
し
て
、
儒
教
側
の
攻
撃
を
か
わ
し
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
偏
仰
に
お
け

る
忠
孝
の
位
置
は
、
あ
く
ま
で
結
果
説
で
あ
っ
て
、

前
提
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
仏
仰
は
、
守
り
抜
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
(
「
忠
孝
と
基
督
教
」
『
六
合

雑
誌
三
五
号
、
然
・
 
5
 
・
巧
)
。
後
の
新
神
学

建
設
の
主
張
も
、
基
督
自
身
の
蓉
教
」
と
い
い
、

「
倫
理
的
理
想
」
の
「
発
揚
実
現
」
と
い
い
(
『
我

邦
の
基
督
教
問
題
』
明
治
部
)
、
や
は
り
、
「
宗
教
の

実
学
」
と
い
う
彼
の
基
本
的
志
向
か
ら
、
展
開
発
展

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

政
治
家
横
井
と
し
て
の
鴛
は
、
僅
か
六
年
足
ら

ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
政
治
家
と
し
て
の
抱

負
は
、
幸
に
、
彼
の
主
薪
集
し
た
『
時
代
思
潮

二
七
冊
か
ら
、
九
ど
り
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
同

誌
上
に
、
縦
横
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
政
嘉
、
国

家
諭
、
戦
争
論
、
植
民
地
経
〕
箭
、
国
民
稍
神
論
な

ど
、
い
ず
れ
の
問
題
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
思

想
を
根
底
と
し
て
、
理
想
主
義
の
原
理
に
九
っ
た
立

論
で
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
「
宗
教
の

突
学
」
と
い
う
彼
の
基
本
的
志
向
は
、
不
動
の
枠
組

み
と
し
て
、
彼
の
思
考
過
程
を
終
生
、
制
約
し
続
け

た
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

躋
の
緒
切
っ
て
以
来
始
め
て
此
の
愛
す
べ
く
し
て
且

つ
憎
む
べ
き
明
治
政
府
に
余
の
友
人
の
一
人
を
其
の

高
等
官
の
一
人
と
し
て
有
つ
に
至
れ
り
。
惟
れ
怪
む

横
井
時
雄
君
の
如
き
腹
の
白
き
人
が
明
治
政
府
の
如

き
腹
の
黒
き
政
府
の
官
吏
と
な
ら
で
事
を
、
然
れ

ど
も
余
は
信
ず
、
是
れ
横
井
君
の
心
が
黒
く
な
り
し

故
に
あ
ら
ず
し
て
、
其
余
り
に
白
き
に
過
る
に
依
り

黒
き
政
府
が
君
を
欺
く
に
人
道
愛
国
を
以
て
せ
し
事

と
、
故
に
余
は
信
ず
此
政
府
に
し
て
改
む
れ
ぱ
止

む
、
然
れ
ど
も
若
し
改
め
ざ
る
に
於
て
は
(
而
し
て

其
の
改
む
る
の
希
望
更
に
あ
る
な
し
)
吾
人
は
再
び

吾
人
平
民
の
仲
閻
に
君
を
有
つ
の
喜
び
を
有
す
る
に

至
ら
ん
李
。
余
は
此
政
府
を
以
て
日
本
国
を
救
ひ

得
べ
し
と
信
ず
る
横
井
君
の
頑
是
な
き
心
を
愛
す
、

余
は
宗
教
に
失
望
し
て
政
治
に
入
り
し
君
の
心
を
憐

む
、
余
は
此
事
に
就
て
深
く
君
を
餐
め
ざ
る
べ
し
、

そ
は
宗
教
界
今
日
の
泥
濁
は
政
治
界
の
そ
れ
に
一
歩

も
譲
ら
ざ
れ
ぱ
な
り
、
故
に
若
し
世
の
変
節
を
以
て

君
を
責
む
る
が
如
き
者
あ
ら
ぱ
余
は
余
の
全
力
を
注

で
君
の
為
に
弁
ず
べ
し
、
斯
く
云
ふ
は
勿
論
余
の
君

の
迹
を
逐
は
ん
と
欲
す
る
が
為
に
あ
ら
ず
、
そ
は
余

に
取
り
て
は
朝
報
社
の
客
と
な
り
て
其
机
一
基
を
領

す
る
は
藩
閥
政
府
の
大
臣
の
椅
子
を
悉
く
余
の
も
の

と
な
す
に
勝
れ
ば
な
り
、
余
は
切
に
泥
海
に
於
け
る

人
物

横
井
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
生
涯
、
彼
と
親
交
を

保
っ
た
内
村
鑑
三
が
、
彼
の
逓
信
省
官
房
凝
任
に

W
、

際
し
て
の
一
文
(
『
万
朝
報
」
明
治
融
・
4
.

内
村
鑑
三
著
作
集
、
第
四
巻
)
と
横
井
の
死
を
追
悼

し
九
、
綱
島
佳
吉
の
一
長
(
『
故
横
井
時
雄
君
追
悼

演
説
集
』
)
と
を
掲
げ
て
、
誘
に
換
え
よ
う
。

「
横
井
時
雄
君
が
逓
信
省
の
官
展
と
な
り
て
余
は
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横
井
君
の
成
功
を
祈
る
者
な
り
」
。
(
内
村
)

「
私
は
横
井
君
が
、
善
良
な
る
、
勝
れ
た
人
物
で
あ

つ
た
故
に
、
政
治
界
に
於
て
失
敗
さ
れ
た
の
で
あ
る

と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
横
井
君
は
、
政
界
の
濁
流

を
泳
ぐ
に
は
、
余
り
に
も
潔
白
で
あ
り
ま
し
た
。
政

界
の
泥
水
の
中
に
は
、
海
山
千
年
の
怪
物
が
游
泳
し

て
お
り
ま
す
。
其
の
中
に
立
て
、
其
途
に
か
け
て
は

は
全
然
無
経
験
案
人
で
あ
る
君
が
泳
ぎ
得
る
こ
と

は
、
全
く
望
外
の
事
で
姿
て
、
君
の
失
敗
は
、
日

本
の
現
社
会
が
、
こ
れ
を
な
さ
し
め
た
の
で
あ
る
と

私
は
見
る
の
で
あ
り
ま
す
。
」
(
綱
島
)

明
治
人

明
治
人
の
一
つ
の
類
型
と
し
て
、
自
ら
の
中
に
あ

る
可
能
性
を
、
九
だ
一
つ
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、

で
き
る
限
り
、
そ
の
多
く
を
開
花
さ
せ
よ
う
と
試
み

た
一
群
が
あ
っ
た
。
横
井
も
、
そ
の
一
人
で
あ
っ

九
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
牧
師
、
教
師
、
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
、
政
治
家
と
い
う
遍
歴
に
は
、
才
能
溢

れ
九
明
治
人
の
一
類
型
を
う
か
が
い
得
る
に
充
分
で

あ
る
。
未
だ
、
ほ
と
ん
ど
、
手
つ
か
ず
に
放
置
さ
れ

て
い
る
横
井
の
全
貌
が
、
今
後
心
あ
る
人
び
と
に

よ
っ
て
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
祈
っ
て
、

(
校
友
・
高
校
教
諭
・
国
語
)

筆
を
摺
こ
う
。

(
墓
)
京
都
市
左
筏
南
禅
寺
天
授
軍

参
考
女
献

荒
木
精
之
著
『
熊
本
県
人
物
誌
』
日
本
談
義
社
。

『
本
郷
教
会
創
立
五
十
年
』
。

『
今
治
教
会
八
十
年
記
今
巡
。

横
井
家

横
"
時
直

b
寸司
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平
六
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先
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教
出
版
社
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大
学
人
文
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研
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』
。
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